
市生活環境バトロール本部 

（環境班・道路交通班・

消防防災班）は 

消防本部内にあります。 

直通電話は 

5-1414 です 

お正月です 特に心を

引締めてください 

◇子どもがどんな友達と遊んて、 

いるか、よく注意し、常に明

るい家庭の雰囲気をつくり、 

子ども達と話合う時間をつく‘ 

つてください。 	 、 

◇酒のみ運転は絶対止めてくだ
さい。 

◇寝たばこ・歩きたばこは火事

のもとです。必ず止めてくだ
さい。 

◇小さな暴力でも警察署に連絡
してください。 

◇外出前と就寝前には、必ず戸

締まりと火の元の安全を確め

てください。 

五
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市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し

で
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
も
ま
た
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
暮
し
ょ
い
町
づ
く
り
に
励

み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

津
軽
の
里
は
、
の
ど
か
で
静
 

か
で
あ
 

り
ま
す
 

一
造
 が
、
経

済
社
会
 

の
限
り

な
い
進

展
は
、
 

い
つ
ま

で
も
こ

の
牧
歌

的
な
自

然
の
中

に
ひ
た

っ
て
い

る
こ
と

を
許
し

て
は
く

れ
な
い

で
あ
り
 

ま
し
よ
う
。
 

交
通
通
信
網
の
画
期
的
な
発

達
は
、
時
間
距
離
の
短
縮
と
い

う
形
で
国
土
の
行
動
範
囲
を
縮

少
し
、
大
が
か
り
な
開
発
の
手
 
 

が
、
ま
近
か
に
差
し
の
べ
ら
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

m一

津
軽
平
野
の
中
央
に
位
置
す

る
五
所
川
原
市
は
開
発
の
目
と

な
る
こ
と
必
定
で
、
心
機
一
転

し
て
こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

田
園
都
市
と
い
う
名
に
お
い
て

高
生
産
性
農
業
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
圃
場
整
備
な
ど
農
業

の
構
造
改
善
の
実
現
促
進
と
市

場
性
の
高
い
適
作
の
開
発
、
経

営
規
模
の
拡
大
が
全
国
的
視
野

か
ら
も
必
須
条
件
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
段
階
で
は
新

し
い
農
業
の
研
究
体
制
確
立
と

零
細
農
家
の
他
産
業
あ
っ
せ
ん

と
い
う
こ
と
も
必
要
と
な
ろ
う

が
離
農
が
そ
の
ま
ま
離
村
に
連

な
る
こ
と
の
な
い
ょ
う
環
境
保

全
に
留
意
し
つ
つ
、
農
村
地
域

へ
の
工
業
導
入
を
促
進
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
、
 一
層
重
要
な
地
方
拠

点
都
市
と
し
て
の
形
成
に
あ
た

っ
て
は
、
農
業
の
構
造
改
善
が

切
実
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に

中
小
企
業
の
体
質
改
善
も
ま
た

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
よ

く
認
識
し
、
こ
の
両
全
策
に
よ

る
農
商
工
ー
体
化
の
推
進
に
あ

わ
せ
て
生
産
機
能
、
生
活
機
能

お
よ
び
文
教
機
能
、
レ
ク
リ
エ
 

ー
シ
ョ
ン
機
能
等
の
結
合
し
た

拠
点
都
市
と
し
て
の
整
備
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
産
業
構
造
の
変
化

や
人
の
交
流
と
い
っ
た
も
の
は

時
を
追
っ
て
激
し
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
五
所
川

原
市
は
常
に
そ
れ
を
動
的
に
受

け
入
れ
る
よ
う
な
体
質
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
、
 
 

思
想
や
生
活
様
式
が
多
様
化
す

る
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
推
移
に

備
え
て
、
多
様
の
供
給
が
可
能

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
 

こ
う
し
た
弾
力
性
の
あ
る
都
市

を
形
成
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
施
策
を
積
極
的
に
推
し

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

主
導
型
の
形
を
強
調
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
」
例
を
あ
げ
れ
ば
、
長
期
展

望
に
も
と
ず
く
い
く
つ
か
の
計

画
パ
タ
ー
ン
を
求
め
る
と
共
に

公
共
投
資
を
で
き
る
限
り
先
行

さ
せ
る
な
ど
し
て
、
快
適
な
市

民
生
活
の
確
保
に
臨
む
方
針
で

あ
り
ま
す
の
で
、
新
年
を
期
し

て
な
お
一
層
積
極
的
な
皆
さ
ま

方
の
行
政
参
加
を
要
請
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
 

以
上
、
ま
こ
と
に
簡
単
で
あ

り
ま
す
が
、
所
感
の
一
端
を
申

し
あ
げ
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

総
合
高
等
職
業
訓
練
校

の
合
格
者
が

決
ま
り
ま

し
た
 

市
内
戸
沢

（飯
詰
）
 
に
あ
る

五
所
川
原
総
合
高
等
職
業
訓
練

校
の
、
来
年
度
の
合
格
者
百
六

十
二
人
が
、
十
二
月
二
十
四
日

次
の
よ
う
に
発
表
に
な
り
ま
し

た
。
 

な
お
、
氏
名
は
市
内
関
係
分

で
、
 （

）
内
は
在
学
中
学
校

名
で
す
。
 

◇
電
子
機
器
科
 

斎
藤
克
治

（長
橋
）
、
工
藤

昭
彦
・
藤
田
正
弘
・
葛
西
栄
吾
 

・

藤
田
憲
人
・
山
田
博

（以
上
 
 

栄
）
、
工
藤
等

（第
一
）
、
 一

戸
恭
一
・
川
浪
弘
志

（三
好
）
 

浜
館
憲
男
・
島
谷
謙
・
岩
川
義

高
・
山
口
幸
雄
 
（以
上
飯
詰
）
 

◇
機
械
科
 

清
野
祐
治

（
長橋
）
、
浅
利

智
（
鶴
田
・
梅
沢
）
、
一
小
野公

輝
（
第
一
）
、
太
田
寿
・
三
上

久
和
・
浜
館
隆
広
・
坂
木
秀
美
 

（以
上
飯
詰
）
 

◇
配
管
科
 

葛
西
勝
春
・
野
昌
勝
美
（
三

好
）
、
山
口
幸
親
・
藤
森
文
弘
 

（
中川
）
、
太
田
謹
也
・
鳴
海

勝
信
・
其
田
敏
勝
・
秋
元
祐
一
 

（以
上
飯
詰
）
、
高
橋
英
輝
・

太
田
浩
一

（第
一
）
、
今
富
雄
 

（
七和
）
、
小
山
内
知
幸
（
長

橋
）
、
坂
本
尚
武
 
（栄
）
 

◇
仕
上
科
 

成
田
括
則
（
栄
）
、
福
井
治
 

（鶴
田
・
梅
沢
）
、
中
村
一
元
 

・

小
野
久
隆

（
飯詰
）
、
横
島

昭
広
（
長
橋
）
、
乗
田
佳
明
 
（
 

第
一
）
、
畑
山
好

（三
好
）
 

◇
板
金
科
 

今
秀
美
・
斎
藤
満
・
須
藤
孝
 

（
長橋
）
、
山
形
一
幸
・
小
山

内
一
夫
・
成
田
和
正
・
大
邑
真

幸
・
太
田
正
和
・
対
馬
一
 （以

上
第
一
）
、
渋
谷
公
智
・
岡
元

正
志
・
野
呂
浩
一
・
外
崎
良
信
 

・

佐
藤
清
彦

（以
上
三
好
）
、
 

鈴
木
光
昭
（
鶴
田
・
梅
沢
）
、
 

岩
崎
喜
代
一
・
平
山
稔
（
栄
）
 

◇
溶
接
科
 

工
藤
清
彦
・
工
藤
繁
人

（
栄
 

）
、
田
沢
正
嗣
・
佐
藤
稔
 
へ第

一
）
、
外
崎
勝
彦
（
中
川
）
、
 

鳴
海
正
二
・
今
孝
一
・
共
田
弥

蔵
・
前
田
俊
一

（
飯詰
）
、
川

浪
民
雄
（
三
好
）
、
上
見
清
隆
 

（
中
川
）
 

明けましておめでとう 
ござし、ます 
五所川原市長 佐々木 栄 

（佐々木市長） 



(
 

② 

自
由
で
す
」
 

「家
族
の
顔
 

が
ぼ
ん
や
り
見
 

え
る
だ
け
で
す
 

」
 

「
孫
の
声
が
 

か
す
か
に
聞
こ
え
ま
ナ
」
 

「
ロ
が
き
け
な
い
の
で
身
ぷ

り
で
嫁
に
も
の
を
頼
ん
で
い
ま

す
」
 「

心
蔵
が
弱
い
の
で
身
の
ま

わ
り
の
こ
と
が
や
っ
と
で
す
」
 

あ
な
た
の
身
近
か
に
、
こ
の

よ
う
な
身
体
の
障
害
の
た
め
に

家
族
の
世
話
を
受
げ
、
毎
日
不

自
由
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
お

年
寄
り
が
い
ま
せ
ん
か
。
 

◇
福
祉
年
金
は
 

6
5歳
か
ら
支
給
し
ま
す

老
齢
福
祉
年
金
は
、
本
来
七

十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
が
、
今
回
の
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
国
民
年
金
法
で
定

め
る
二
級
程
度
の
障
害
に
該
当

す
る
、
体
の
不
自
由
な
、
い
わ

ゆ
る
ク
寝
た
き
り
老
人
4
に
対

し
て
は
、
日
常
生
活
が
困
難
で

あ
り
、
社
会
的
に
も
不
利
な
立

場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
年
早

く
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
福
祉
年

金
が
、
十
一
月
か
ら
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

障
害
の
範
囲
は
、
目

・
口
．
 

耳
・
手
・
足
な
ど
の
ほ
か
に
、
 

結
核
そ
の
他
の
内
科
疾
患
、
精

神
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
病
気

や
ケ
ガ
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受

け
る
程
度
の
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

女
給
の
対
象
は
、
十

一
月
一

目
現
在
で
、
六
十
五
歳
を
こ
え

七
十
歳
未
満
、
す
な
わ
ち
、
明

治
三
十
四
年
十
一
月
二
日
ー
三

十
九
年
十

一
月
一
日
生
ま
れ
の

人
で
す
。
 

民
生
児

童

委
員
が

決
ま
り
ま
し

た
 

昨
年
十
」
月
で
、
三
年
間
の

任
期
満
了
に
伴
な
う
新
し
い
民

生
児
童
委
員
は
、
十
二
月
一
日

付
け
で
厚
生
大
臣
よ
り
辞
令
が
 
 

市
民
文
化
会
館
で
、
佐
々
木
市

長
か
ら
伝
達
し
ま
し
た
。
 

◇
旧
市
内
北
部
地
区
 
1
4人

旭
町
外
崎
源
次
郎
、
雛
田
東

雲
町
岩
谷
勇
、
敷
島
町
成
田
長
 

吉
、
平
井
町
山
川
勝
夫
、
上
平

井
町
気
田
勝
治
、
中
平
井
町
工

藤
金
造
、
下
平
井
町
斎
藤
長
一11
 

郎
、
さ
つ
き
町
藤
田
留
作
、
十

川
町
益
田

セ
ッ
、
錦
町
坂
本
憲

泰
、
柏
原
町
幾
島
町
小
野
キ
ヤ

ウ
子
、
新
宮
末
広
町
小
山
田
鳳

隆
、
小
曲
成
田
ト

、、
、
ェ
、新
宮

団
地
佐

々
木
司
。
 

◇
旧
市
内
南
部
地
区
 
1
6人

栄
町
菊
地
初
代
、
田
町
川
村

篤
代
、
新
町
久
保
い
ま
、
鎌
谷

町
m
園
調
布
寺
田
漬
 
元
町
斎

藤
き
ょ
、
柳
町
飛
島
泰
、
布
屋

町
弥
生
町
鶴
谷

ヤ
ナ
、
本
町
伊

香
常
雄
、
川
端
町
毛
内
金
次
郎

寺
町
岩
木
町
田
中
文
蔵
、
大
町

東
町
石
井
柾
次
郎
、
平
和
町
坂

本
栄
三
・
長
内
縫
、
千
鳥
町
小

田
桐
七
郎
、
松
島
町
成
田
栄
・

木
村
昂
悦
。
 

◇
飯
詰
地

区
 
7
人
 

松
野
恭
一
、
三
浦
一
正
、
大

久
保
ェ

ス
、
前
田
勘
四
趣
 
大

久
保
良
夫
、
鳴
海
与
之
進
、
 
（
 

岩
崎
）
田
辺
み
よ
。
 

◇
松
島
地
区
 
1
0人
 

石
岡
寺
田
ま
つ
、
米
田
吹
畑

佐
藤
甚

一
、
桃
崎
太
刀
打
野
宮

兼
広
、
漆
川
湊
谷
辰
五
郎
、
金

山
高
橋
豊
次
郎
、
亜
旦P
田
中
宮

田
高
橋
亀
太
郎
、
唐
笠
柳
末
広

高
橋
勝
四
郎
、

水
野
尾
富
桝
森

敏
雄
、
石
畑
一
野
坪
松
江
幸
作

前
池
中
村
小
野
清
美
。
 

◇
栄
地
区
 
6
人
 

七
ッ
館
え
び
名
誠
一
、
姥
池
木
 
 

村
柾
次
郎
、
三
ッ
谷
猫
測
藤
‘
 

勇
勝
、
湊
鹿
内
幸
一
、
広
田

一
 

戸
正
一
、
稲
実
菊
地
良
市
。
 

◇
梅
沢
地
区
 
3
人
 

梅
田
前
田
幸
一

・
福
井
勇
次
 

中
泉
小
山
内
豊
古
。
 

◇
七
和
地
区
 
8
人
 

持
子
沢
阿
部
慶
吉
、
前
田
野

・
 

目
工
藤
栄
一

・
小
笠
原
謙
吉
、
 

俵
元
外
崎
謙
作
、
原
子
伊
藤
健
 

四
郎
、
羽
野
木
沢
阿
部
は
つ
よ
 

高
野
小
笠
原
正
広
・
楠
美
せ
つ
 

◇
長
橋
地
区
 
9
人
 

福
岡
片
岡
勝
雄
、
浅
井
笹
森
 

市
太
郎
、
杉
派
立
神
山
石
岡
粕
 

蔵
、
戸
沢
石
田
坂
伊
藤
重
雄
、
 

福
山
小
田
桐
銀
次
郎
、
野
田
」長
 

尾
善
五
郎
、
豊
成
工
藤
山
衛
、
 

神
山
松
野
只
直
、
松
野
木
山
内
 

清
祐
。
 

◇
三
好
地
区
 
6
人
 

藻
川
野
呂
金
八
郎
・
川
浪
勝
 

栄
・
一
戸
万
助
、
鶴
ケ
岡
長
尾
 

茂
実

・
川
浪
良
造
、
高
瀬
木
村
 

与
五
郎
。
 

◇
毘
沙
門
地
区
 
5
人
 

毘
沙
門
北
川
鉄
雄
・
山
口
吉
 

弥
・
杉
山
伸
彦
、
長
富
太
田
善
 

七

・
木
村
清
八
。
 

◇
中
川
地
区
 
7
人
 

種
井
館
山
友
次
郎
、
中
泊
小
 

野
松
夫
、
沖
飯
詰
秋
田
正
一
、
 

田
川
外
崎
清
一
、
桜
田
上
見
謙
 

一
郎
、
川
山
吉
岡
仁
左
衛
門
・
 

吉
岡
勘
十
郎
。
 

小
山

田
さ

ん

が
市
民
児
 

協

会
長

に

再
選
さ
れ

ま
 

L

た
 

新
し
い
委
員
に
よ
る
市
民
生

児
童
委
員
連
絡
協
議
会
は
、
辞

令
伝
達

の
同
日
、
た
だ
ち
に
組

織
会
を
開
き
、
次
の
よ
う
に
役

員
を
決
め
ま
し
た
。
 
 

会
 
長
 
小
山
田
鳳
隆

副
会
長
 
寺
田
 

清

副
会
長
 
野
呂
金
八
郎

会
 
計
 
坂
本
 
憲
泰

会
 
計
 
斎
藤
 
健
治
 

（
市
福祉
事
務
所
）
 

監
 
事
 
寺
田
 
ま
つ

監
 
事
 
山
内
 
清
祐

監
 
事
 
坂
本
 
栄
一1
1
 

な
お
、
理
事
は
、
次
の
総
務

副
総
務
全
員
で
す
。
 

◇
第
一
民
児
協
 

（旧
市
内
北
部
・
小
曲
）
 

総
 
務
 
小
山
田
鳳
隆

副
総
務
 
坂
末
 
憲
泰

副
総
務
 
気
田
 
勝
治

◇
第
二
同
 

（
旧
市
内
南
部
・
松
島
町
）
 

総
 
務
 
寺
田
 

清

副
総
務
 
鶴
谷
 
ヤ
ナ

副
総
務
 
伊
香
 
常
雄

◇
第
三
同
 

（
飯詰
・
松
島
・
栄
）
 

総
 
務
 
大
久
保
良
夫

副
総
務
 
佐
藤
 
甚
一

副
総
務
 
え
び
名
誠
一

◇
第
四
同
 

（
長橋
・
七
和
・
梅
沢
）
 

総
 
務
 
片
岡
 
勝
雄

副
総
務
 
伊
藤
健
四
郎

副
総
務
 
前
田
 
幸
一

◇
第
五
同
 

（
三
好
・
中
川
・
毘
沙
門
）
 

総
 
務
 
野
呂
金
八
郎

副
総
務
 
太
田
 
善
七

副
総
務
 
上
見
謙
一
郎
 

「
脳
溢
血
で

r交付
さ
れ
、
市
内
で
は
、
次
の

倒
  れ
手
足
が
不
 
九
十
一
人

に
、

十
二
月
六
日
、
 

体の不自由な

お年寄り 'N 

、
 ブ
ー
」」‘
丁
『
『
ーに
￥J
一
一
、
、
 

（小山田会長） 

歳末たすけあい募金 

(121~20) 

111.459 
クラブ 	89.5加 
クラブ 	34.250 

	

部 	32.820 
15.000 
12.000 

S正志 10.000 

	

a会 	10.000 
5.0on 

議会 	4・5[0 
会 	4000 

&000 
町内会 	3.000 
会 	 3・000 
会 	 3一 000 
会 	 3.000 
部 	 3.000 
ヤサ 	3,000 
便局 	3.000 
一同 

役所財政課一同 	3,000 
原町町内会 	 2.bo0 
一~ 2.000 

	

(12 . 1-  20)

111.  459
- 	I - 	7 	89.  55Q

34.  250
32.  820
15.  000
12.  000
10.  000
10.  000
5.  00o
4.  5(0
4.  000
3.  000
3.  000
3000

T"1TFJ 	 3oOc
TIUIE 	 3.  000

// 	 3.  000
3.  000
3.  oOO

3 .  000
2.  OO
2.  000 

元町町内会 
西進一 	 1.425 
農高二年山本？ 	1.347 
原町小野キヤウ子 	1.000 
生町長内やさ 	1.000 

雀甑言田耕造洗桶12鵬
市職員長尾政五郎 白砂糖M 
市役所とさご会 

	

市役所ここだけの会 	1 .006 
現金計 	 370. 167 



会
 
家
 
豊
か
な

自
然

学
 
の
 
の

環
境
の
中
で
 

旧
 
自
 

を
行
な
い
、
屋

設
 

伯
 

内
外
活
動
を
と
 

眺
 
少
 

剖
三

規
律
 

市
 

■
に
 
・
協
同
・
奉
仕

な
ど
豊
か
な
精

神
と
、
健
全
な
身
体
の
少
年
た

ち
を
育
て
る
目
的
で
、
県
教
委

が
文
部
省
補
助
千
六
百
万
円
を
 

含
め
七
千
四
百
八
十
二
万
円
で

市
内
神
山
地
区
の
津
軽
フ
ラ
ワ
 

ー
セ
ン
タ

ー
内
に
、
 一
昨
年
八

月
に
起
工
し
、
昨
年
八
月
六
日

開
所
、
十
日
落
成
式
を
行
な
い

ま
し
た
。
 

西
に
津
軽
平
野
を
は
さ
ん
で

岩
木
山
を
望
み
、
東
に
焚
珠
山

の
山
並
み
が
続
く
絶
景
の
場
所

に
、
敷
地
面
積
六
万
六
千
平
方
 

M
、
建
物
面
積
千
四
百
二
十
一
 

市内施設紙上見学会 

県、少年自然の家 
『
一
 
観
豊
誓
 

」
「
麟
難
ま
言
×
 

議
麟

響
簾
 

舞
麟
麟
ー
 

麟慧議響 
本
年
四
月
ン

r
 

日
に
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童

は
、
昭
和
四
十

年
四
月
二
日

ー
 

四
十
一
年
四
月

一
日
の
出
生
児

で
、
市
内
に
九

百
余
人
い
ま
す

市
教
育
委
員

会
で
は
、
こ
の

名
簿
を
十
一
月
 

四
日
現
在
で
作
り
、
入
学
通
知

書
（
健
康
診
断
実
施
通
知
書
）
 

を
出
し
ま
し
た
が
、
例
年
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
通
知
書
が
届

か
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す

の
で
、
も
し
、
ま
だ
通
知
書
が

届
い
て
い
な
い
人
は
、
ご
手
数

で
も
、
市
教
育
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
入
学
式
は
、
市
内
各

小
学
校
と
も
、
本
年
四
月
七
日
 

（水
）
午
前
九
時
か
ら
で
す
。
 

ま
た
、
入
学
児
童
の
健
康
診

断
は
、
、
一
月
中
に
行
な
い
ま
す

が
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

十
八
日
 
五
所
川
原
小
学
校
 

七
ッ
館
 
小
学
校

十
九
日
 
南
 

小
学
校

二
十
日
 
中
 
央
 
小
学
校
 

松
野
木
 
小
学
校
 

栄
 
小

学
校
 

野
 
里
 
小
学
校

二
十
一
日
 
沖
飯
詰
 
小
学
校
 

田
 
川
 
小
学
校
 

鶴
ケ
岡
 
小
学
校
 

羽
野
木
沢
小
学
校

二
十
五
日
  
藻
 
川
 
小
学
校
 

松
 
島
 
小
学
校
 

二
十
六
日
 

一
野
坪
 
小
学
校
 

飯
 
詰
 
小
学
校

一
一
十
七日
  
毘
沙
門
 
小
学
校

東
 
小

学
校

梅
 
泉
 
小
学
校
 

市
教
育
長

に
小
山
先
生

が
就
任
し

ま
し

た
 

入学児童の健康診断を

行ないます 

・

五
平
方
りM
を

確
保
し
、
夏
は

キ
ヤ
ン
プ

・
林

間
学
校
、
冬
は

ス
キ
ー
に
児
童
 

・

生
徒
・
ポ

ー
 

イ
ス
カ
ウ
ト

・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト

・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
・
子
ど

も
会
な
ど
県
内

の
あ
ら
ゆ
る
子

ど
も
た
ち
が
、
 

百
六
十
人
収
容

の
施
設
に
二
泊

三
日
の
日
程
で

一
年
中
休
み
な

く
来
て
い
ま
す
 

③
 

十
一
月
十
二
日
の
市
教
（
 

員
会
で
市
教
育
長
に
推
せ
ん
さ

れ
た
小
山
吉
之
助
氏
は
、
二
十

九
日
の
県
教
育
委
員
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
同
日
付
け

で
就
任
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
教
育
委
員
会
の
組

織
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

委
員
長
 
前
田
 
正
（
梅
田
）
 

同
代
行
者
土
岐
弐
郎

（
野
里
）
 

委
 
員
 
小
野
雄
蔵
（
本
町
）
 

委
 
員
 
伊
藤
定
一

（俵
元
）
 

教
育
長
 
小
山
吉
之
助
 

（
松
島
町）
 

相
撲
の

指
導

者
研

修

会

が

行
な
わ

れ
ま
し

た
 

五
所
川
原
相
撲
協
会

（
成
田

実
会
長
）
と
市
教
育
委
員
会
共

催
の
日
本
相
撲
連
盟
公
認
第
一

回
市
内
相
撲
指
導
者
研
修
会
な

ら
び
に
審
判
講
習
会
は
、
十
一

月
二
十
六
日
、
市
中
央
公
民
館

に
、
元
・
御
倉
撤
の
泉
谷
久
治

五
段
と
市
中
央
公
民
館
勤
務
の

棟
方
修
新
四
段
の
公
認
指
導
員

を
招
き
行
な
わ
れ
、
次
の
十
八

人
に
修
了
証
書
を
授
与
し
ま
し

た
。
 

野
宮
竹
雄

（
梅
泉
小
T
）
、
 

関
勝
衛

（
同
P
）
、
船
水
富
則

木
村
昂
悦

（
中央
小
P
）
、
小

山
内
昭
男

（
五商
T
）
、
蒔
田

秋
雄
・
高
橋
定
一

（
一
中
P
)
 

原
田
義
孝
（
松
島
小
T
）
、
寺

田
武
道
・
小
野
力
雄
（
同
P
)
 

藤
森
幸
一
（
沖
小
P
）
、
高
橋

元
作
・
中
元
久
男
・
田
中
茂
（
 

毘
小
P
）
、
加
藤
信
雄
（
飯
小
 

T
）
、
鈴
木
誠
一
・
菊
池
富
美

雄
・
神
正
良

（以
上
南
小
P
)
 

マ
マ
コ
ー

ラ
ス

で
 

会
員
を
募
集
し

て
い
ま
 

す
 市

文
化
振
興
会
議
（
増
田
桓

一
会
長
）
 
とマ
マ
コ
ー
ラ
ス
3
 

7
3

（
一戸
民
子
会
長
）
で
は

新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
コ
ー
ラ
ス
は
、
南
小
学

校
P
T
A
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち

二
十
五
人
が
、
毎
週
月
曜
日
の

十
二
時
半
か
ら

一
時
間
、
南
小

の
音
楽
室
で
、
美
容
と
健
康
の

た
め
に
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
 
 

成人式は夏にやります 

市成人式は、 8 月中にやる予

定です。 

該当者は、昭和27年巾1こ生ま

れた人です。 

よ
に
歌
え
る
曲
を
練
習
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
の
定
期
発
表
会

に
備
え
、
五
十
人
編
成
を
目
標

に
新
会
員
を
募
集
し
て
い
る
も

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
入
会
の
条

件
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
南

小
P
T
A
で
な
く
て
も
南
小
学

区
の
お
か
あ
さ
ん
で
あ
れ
ば
け

っ
こ
う
で
す
。
 

一
月
二
十
日
ま
で
、
五
局
一
】
 

三
五
二
番
の
市
中
央
公
民
館
ま

た
は
、
四
局
二
九
一
三
番
の
南

小
学
校
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

一
月
二
十
四
自
か
ら
練
習
を
は

じ
め
ま
す
。
 

償
却

資
産

を
申

告
し

て

く
だ

さ
い
 

市
税
務
課
は
、
 一
月
中
に
、
 

機
械
器
具
な
ど
償
却
資
産
の
申

告
を
受
付
け
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
事
業
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
機
械
器
具
な
ど
を
、
 

市
内
に
所
有
し
て
い
る
人
は
必

ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

申
告
を
し
な
い
と
、
必
要
な
控

除
が
さ
れ
な
く
な
り
、
所
有
者

に
不
利
益
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

一
月
中
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
該
当
す
る
所
有
者
に

は
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
が

送
付
さ
れ
な
い
人
で
も
申
告
を

必
要
と
す
る
人
は
、
市
税
務
課

資
産
税
係
ま
た
は
、
市
役
所
支

所
・
出
張
所
へ
ご
相
談
の
う
え

中
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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こ
の
申
請
書

は
、
農
民
の
代

表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
の

委
員
選
挙
に
必

要
な
、
選
挙
人

名
簿
を
調
整
す

る
た
め
の
重
要
 

な
も
の
で
、
本
 

年
行
な
わ
れ
る

農
業
委
員
選
挙

に
使
わ
れ
ま
す

申
請
書
に
は

本
年
一
月
一
日
 

現
在
の
状
況
を
記
入
し
、
 一
月

十
日
ま
で
に
、
行
政
」揚
讐
貝

（
 

旧
市
内
で
は
農
事
組
合
長
）
 
の

手
を
経
て
、
市
農
業
委
員
会
に

必
ず
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
農
業
委
員
の
選
挙
権
 

の
有
資
格
者
 

満
二
十
歳
以
上
の
人
、
ま

た
は
、
本
年
三
月
三
十

一
日

で
満
二
十
歳
に
達
す
る
人

（
 

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）
 

十
7

1
ル
 （
一反
三
歩
）
 

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
人
 

十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
し
て
い
る
人
の
世
帯
に
同

居
し
て
い
る
親
族
（
六
親
統

内
の
血
族
お
ょ
び
配
偶
者
と

三
親
統
内
の
姻
族
）
で
年
間

お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
人
 

十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま

た
は
社
員
で
あ
っ
て
、
年
間

お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
と
、
農
業

委
員
会
が
認
め
た
人
 

◇
次
の
人
は
選
挙
権
が
 

あ
り
ま
せ
ん
 

十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
内
縁
の
妻
ょ

お
び
、
親
族
関
係
の
無
い
年

雇
ま
た
は
同
居
人
 

田
や
畑
を
所
有
し
て
い
る

が
耕
作
し
て
い
な
い
人
 

満
二
十
歳
未
満
の
人
 

実
際
に
十
ァ
ー
ル
以
上
の

農
地
を
耕
作
し
て
い
て
も
、
 

権
限
に
基
か
な
い
耕
作
を
し

て
い
る
人
 

青
森
局

に
市
内

局
番
が

ふ
え
ま
し
た
 

青
森
市
に
浪
打
局

（
4
3局
）
 

新
沖
館
局

（8
1局
）
、
新
城
局
 

(8
8）
が
十
二
月
十
日
か
ら
新

く
開
局
さ
れ
ま
し
た
。
 

浪
打
、
新
城
局
は
こ
れ
か
ら

新
設
さ
れ
る
加
入
者
を
収
容
し

ま
す
が
、
新
沖
館
局
は
新
加
入

者
の
ほ
か
に
既
加
入
者
の
一
部

の
電
話
番
号
変
更
を
行
な
い
収

容
し
ま
し
た
。
 

家
計
簿

の
体
験
談
を

募
集
し

て
い
ま
す
 

貯
畜
増
強
中
央
委
員
会
と
都

道
府
県
貯
畜
推
進
委
員
会
は
、
 

N
H
K
の
傍
援
を
得
て
、
第
十

八
回
「
わ
が
家
の
家
計
簿
」
体

験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

家
計
簿
記
帳
の
普
及
ぶ
り
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
 

記
帳
経
験
の
永
い
人
は
単
純
な

記
帳
で
は
満
足
で
き
ず
、
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
し
て
明
日
の
生

活
設
計
の
た
め
役
立
て
て
い
る

よ
う
で
す
。
あ
な
た
の
貴
重
な

体
験
を
文
章
に
ま
と
め
て
、
新

し
く
家
計
簿
を
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
人
や
記
帳
方
法
の
改
善

に
苦
心
し
て
い
る
人
々
の
参
考
 
 

に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
‘
 

今
回
も
、
十
二
月
一
目
か
ら

二
月
末
日
ま
で
体
験
談
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
応

募
す
る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市

商
工
観
光
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

新
郵

便
番
号

簿
が

届
き
 

ま
し

た
か
 

郵
便
局
で
は
、
昨
年
秋
に
、
 

新
し
い
郵
便
番
号
簿
を
全
家
庭

に
配
付
し
ま
し
た
が
、
こ
の
番

号
簿
に
は
、
昨
年
の
四
月
一
日

現
在
の
番
号
を
収
め
て
い
ま
す

ま
だ
新
番
号
簿
を
お
受
取
り

に
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
近
く

の
郵
便
局
に
申
し
出
て
く
だ
さ
 

1
v
 

源
泉

所
得

税
の
還

付
申

告
書

は
お
早
め

に
 

昭
和
四
十
六
年
分
所
得
税
確

定
申
告
提
出
の
時
期
が
迫
り
ま

し
た
。
 

例
年
ど
お
り
、
二
月
十
六
日
 

ー
三
月
十
五
日
に
申
告
書
の
提

出
と
納
税
が
行
な
わ
れ
ま
す
が

保
険
の
外
交
員
や
セ
ー
ル
ス
マ

ン
そ
の
他
確
定
申
告
に
よ
っ
て

源
泉
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら

れ
る
人
は
、
 一
月
か
ら
提
出
が

で
き
早
く
還
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
か
ら
、
添
付
書
類
を
確
認
の

う
え
、
二
月
か
ら
の
繁
忙
期
を

避
け
て
早
め
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
業
者
登
録
や
入
札
参

加
な
ど
に
必
要
と
さ
れ
る
納
税

証
明
書
の
請
求
も
、
前
記
同
様

遅
く
と
も
二
月
十
五
日
以
前
ま

た
は
四
月
以
降
に
し
て
く
だ
さ

い
。
 

に
せ
税
理
士
に
ご

注
意

く
だ

さ
い
 

税
理
士
は
納
税
者
の
依
頼
に

応
じ
て
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
国
税
や
地
方
税
に
つ
い
て

申
告
や
中
請
、
税
金
の
還
付
な

ど
の
税
務
代
理
や
税
務
書
類
の

作
成
・
中
告
お
ょ
び
納
税
の
相

談
に
応
ず
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
 

税
理
士
の
業
務
は
、
国
の
税

理
士
試
験
に
合
格
し
た
人
や
、
 

公
認
会
計
士
・
弁
護
士
な
ど
で

一
定
の
手
続
き
を
し
た
人
し
か

行
な
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
税
務
を
他
人
に
依
頼
す

る
と
き
は
、
税
理
士
の
資
格
を

よ
く
確
か
め
、
資
格
の
な
い
人

に
依
頼
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

メ
ー
ト

ル
と
ブ
レ

ー
力
 

ー
の

取
替
え

は
無
料
で

す
 各

家
庭
に
つ
い
て
い
る
安
全
 

．フ
レ
ー
カ
ー
は
、
容
量
以
上
に

電
気
が
流
れ
る
と
切
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
7
ン

ぺ
7

1
だ
と
千
ワ
ッ

ト
ま
で
、
 

十
五
ァ
ン
ぺ
7
は
千
五
百
ワ
ッ

ト
ま
で
の
電
気
が
使
え
ま
す
。
 

今
は
電
気
の
使
用
量
も
多
く
普

通
は
十
五
ァ
ン
ペ
ァ
、
特
に
喰

う
家
庭
で
二
十
ァ
ン
ぺ
7
が
適

当
で
す
。
ブ
レ

ー
カ
ー
が
下
が

る
の
を
気
に
し
な
が
ら
使
っ
て

い
る
家
庭
が
あ
る
よ
う
で
す
が

十
五
7
ン
ペ
ア
に
し
て
も
基
本

料
金
は
月
額
僅
か
約
百
円
違
う

だ
け
で
す
。
そ
の
う
え
、
メ
ー
 

ト
ル
と
プ
レ
ー
カ
ー
の
取
替
費

用
は
い
っ
さ
い
東
北
電
力
の
負

担
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
家

庭
は
、
早
め
に
契
約
変
更
し
て

く
だ
さ
い
。
 

農業委員選挙人名簿の 

登載申請書を出してください 
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